
石立山生物群集保護林 

 

石立山(1,707ｍ)は、剣山と三嶺を結ぶ稜線から少しはずれた高知・徳島の県境上に位置す

る石灰岩の山です。 

四国で一番険しい山とも言われ、急登の連続です。名前のとおり石を立てたような石灰岩

の露頭が点在し、なかでも徳島県側の捨身嶽は足がすくむような断崖絶壁です。この捨身嶽

からは、三嶺や白髪山、ジロウギュウなどの山々を展望することができます。 

別府からの登山道を登り竜頭谷をわたり尾根に出ると、ミヤマビャクシンが石灰岩の懸崖

に低木状に生育しており、尾根筋の老木が風雨に身をまかせ根を張っている様は、まさに「自

然の芸術品」とも言えます。 

また、石立山には固有種であるイシダテクサタチバナの他、ヤチマタイカリソウ、ウスユ

キソウ等の高山植物が生育しています。 

  



【保護林マップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石立山は高知県で一番急な山といわれる急登が続く山です。登山の際は十分な計画を立て

て入山してください。 

尾根筋は、石灰岩地帯特有の植物が自生しています。踏み荒らさないように十分注意して

ください。一般的なルートは、別府(高知県)からのルートと日和田(徳島県)からのルートが

あります。 



イラストマップ 

 



 

 

  



【上空から見た保護林】 

 

(2012年 3月 22日撮影) 

登山口より急坂を 40分ほど登ると竜頭谷へ出ます。谷を渡り少し行くと保護林の入口です。

(看板が目印) 

そこからは保護林北側の尾根が登山道です。 

 

  



【保護内の植物】 

ミヤマビャクシンの他にコウヤマキ、ウラジロモミ、ブナ、ヒメシャラ、シデ類、カエデ

類等の中間温帯林が見られます。石立山山頂付近にはシロヤシオやミツバツツジの巨木も群

生し、春にはきれいな花を楽しむことができます。 

高山植物ではこの山特有のイシダテクサタチバナをはじめ、行きワリソウ、ヤチマタイカ

イソウ、ウチョウラン等の様々な植物を鑑賞できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミヤマビャクシンの葉 登山道沿いのコウヤマキ 

石立山山頂付近のシロヤシオ 



 

 

イシダテクサタチバナ 


